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P-001 出水 庸介（国立医薬品食品衛生研究所有機化学部）
ホスホロチオエート修飾によるDNAアプタマー型PROTACの機能最適化

P-002 佐藤 伸一（東北大学学際科学フロンティア研究所）
チロシン標的クロスリンカーの開発と過渡的タンパク質相互作用の時間分解クロスリンキング質量分析

P-003 吉矢 拓（株式会社ペプチド研究所）
tCAP試薬を用いた天然IgG抗体の部位特異的なアジド修飾：高DAR抗体を目指して

P-004 岡村 秀紀（岡山大学学術研究院医歯薬学域）
含酸素芳香族化合物を与える光誘起型環化反応の開発と薬効制御への応用

P-005 谷口 陽祐（岡山大学学術研究院医歯薬学域（薬））
光脱保護基をもつ核酸誘導体を含むODNの合成とポリメラーゼ伸長反応への影響

P-006 林 海伶（大阪大学産業科学研究所）
Solvent Accessible Surface Areaに基づく疎水性タグ型分解誘導薬の合理的設計

P-007 岡田 咲良（大阪大学産業科学研究所）
グレリン受容体（GHSR1a）に対する Gタンパク質サブタイプ選択的リガンドの創製研究

P-008 川谷 誠（理化学研究所　環境資源科学研究センター）
2DE-CETSAを用いた抗がん活性化合物NPD971の作用機序解析

P-009 鈴木 智達（国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構）
細胞内温度計測の高感度化に向けたナノダイヤモンド量子センサーの作成法

P-010 井内 勝哉（東北大学 学際科学フロンティア研究所）
培養細胞を用いたヘテロ環有機ビスマス化合物の生理活性作用解析

P-011 松本 健（理化学研究所・環境資源科学研究センター）
CRISPRスクリーニングによるがん抑制遺伝子の合成致死遺伝子の同定

P-012 梅澤 大樹（北海道大学　地球環境科学研究院）
温和な条件下におけるアルキルチオールの合成

P-013 神山 洋（エーザイ株式会社 筑波研究所）
標的同定を基軸としたケミカルバイオロジー創薬による新規GLUT1阻害剤の創出

P-014 沖田 龍之介（京都大学大学院薬学研究科）
低分子Arg/Tyrミミックライブラリからの生体分子凝縮体モジュレータの発見

P-015 中村 有那（京都大学大学院薬学研究科）
タンパク質分解システムを制御する化合物スクリーニング系の構築と実証

P-016 KANDA SWAMY ARAVIND（HOKKAIDO UNIVERSITY）
Shortwave Infrared (SWIR)-Emitting Tamoxifen-Conjugated Probes for Estrogen  Receptor-Targeted
Cancer Imaging 

P-017 ADHIKARY SASWATI（WPI-ICReDD, Hokkaido University）
A new combination for cancer treatment using photoactivatable near-infrared photoimmunotherapy (NIR-
PIT) prodrugs

P-018 岩田 佑季（北海道大学大学院生命科学院）
Notch受容体関連O-GlcNAc型糖ペプチドに対するガレクチン関連タンパク質群の結合相関解析

P-019 古谷 理朗（大阪大学大学院理学研究科化学専攻産業科学研究所鈴木研究室）
抗うつ作用を示す新規HDAC5選択的阻害薬の創製

P-020 藤川 紘樹（公益財団法人サントリー生命科学財団）
膜上挙動観察を目的とした大腸菌糖脂質MPIaseの蛍光標識体の合成

P-021 辻村 佳奈（名古屋大学　大学院工学研究科　生命分子工学専攻　清中研究室）
単一波長による同時二光子励起を用いた脳内in vivoマルチカラーイメージング
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P-022 LI Sijie（東京大学）
Chemical construction of K29/K48-related branched polyubiquitin chains for deciphering structural
signatures underlying proteolysis

P-023 岩木 一真（東京理科大学先進工学科生命システム工学科）
新規ジスルフィド型プラットフォーム分子を用いたクリック反応による3成分集積と切断

P-024 石川 瑚奈都（東京科学大学生命理工学院）
細胞内送達を目指したエステラーゼ応答性プロドラッグ型 グアノシンテトラリン酸(ppGpp)の合成と機能性評価

P-025 北村 文乃（富山大学大学院総合医薬学研究科）
FTase阻害活性を有するアンドラスチンのD環誘導体の合成と評価

P-026 安田 貴裕（東京理科大学 先進工学研究科 生命システム工学専攻）
マルチクリック型分子連結プラットフォーム分子の開発

P-027 山路 悠馬（中央大学大学院）
海洋シアノバクテリア由来新規カテプシン D 阻害剤の単離と構造決定および構造活性相関研究

P-028 出口 海斗（東京科学大学大学院生命理工学系）
生細胞のカルボキシペプチダーゼ活性を可視化するラマンプローブの開発

P-029 山本 快（和歌山県立医科大学）
アミロイドとチオフラビンTの複合化に基づいた変換反応

P-030 久貞 孝太（九州大学大学院　薬学府　創薬科学専攻　王子田研究室）
”Lipo Trapping”戦略による高感度β酸化蛍光プローブの開発

P-031 藤野 桃羽（大阪大学産業科学研究所）
RNA分解薬としての応用を志向したビスマス(III)二核錯体の創製とその活性評価

P-032 藤田 恭平（東京大学 大学院医学系研究科）
バイオマーカー酵素活性に基づく低分子がん精密医療の戦略的創製

P-033 太田 結子（京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科）
リキッドバイオプシーを指向したバイオマーカー計測技術の確立

P-034 藤原 壮汰（京都工芸繊維大学大学院）
DNA修復過程を光操作する化学ツールの開発

P-035 藤田 春希（東農工大院工）
トリオキサゾール型Light-upプローブの創製および細胞内G4の動的観察

P-036 叶 直樹（星薬科大学　薬学部・医薬品化学研究所）
Brd4分解誘導剤MZ1を基盤とした三価 PROTAC の特異な構造-物性-活性相関と ケミカルプローブとしての展開

P-037 北住 太基（名古屋大学工学研究科生命分子工学専攻）
AMPA型グルタミン酸受容体サブタイプのin vivo制御を目指した化学遺伝学研究

P-038 家田 侑実（信州大学学術研究院 (農学系)）
天然変性翻訳抑制複合体を安定化するジテルペン分子糊の創製

P-039 田口 純平（東京科学大学 総合研究院 生体材料工学研究所）
アラインを経るジアジド型光親和性標識プローブの簡便合成

P-040 有田 芽生（信州大学学術研究院 (農学系)）
翻訳抑制複合体を安定化するジテルペン分子糊はオートファジーを活性化する

P-041 鈴木 沙依（名古屋大学工学研究科村上研究室）
化学合成ジユビキチン化PAF15タンパク質が明らかにするDNAメチル化酵素の活性化機構

P-042 緒形 達哉（慶應義塾大学大学院薬学研究科）
芳香族ヘテロ環導入によるねじれ型分子内電荷移動の確立と蛍光プローブの開発
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P-043 北井 大空（金沢大学大学院自然科学研究科物質化学専攻）
LLPS構造体を評価する蛍光プローブ“Pyr-A”の 機能向上に向けた新規誘導体の合成・光学特性評価

P-044 前田 直子（東京科学大学院　生命理工学系　生命理工学コース）
高感度自発ラマンイメージングに向けた非蛍光性共鳴ラマンプローブの開発

P-045 山田 澄佳（京都大学薬学研究科）
Ac-6-FP誘導体を用いたMR1によるリガンド認識機構の解析

P-046 神谷 謙太朗（株式会社モルシス）
鎖状ならびに環状ペプチドに対する配座探索手法の比較と評価

P-047 宇野 晋平（理化学研究所生命医科学研究センター）
質量分析を利用したミトコンドリア選択的な脂質過酸化反応を評価するプローブの開発

P-048 室町 慧（京都大学大学院理学研究科）
Hisクラスター配列のゲラニル化による細胞内移行性の向上とその応用

P-049 田中 信忠（北里大学薬学部創薬物理化学教室）
熱帯熱マラリア原虫非メバロン酸経路第二酵素に対する新規阻害剤類の結合様式

P-050 土屋 日香（北海道大学生命科学院）
PeT型ケージドNOの光反応性における置換基効果の解析

P-051 椨 康一（東京科学大学難治疾患研究所）
Adaptome：合成ポリマーを用いた新規cell-phenomics階層の構築とがん層別化

P-052 内藤 真悠（名古屋市立大学薬学部薬学科）
CARM1活性測定に向けた新規ペプチド性FRETプローブの設計と基質配列の最適化検討

P-053 狩谷 拓実（理化学研究所　環境資源科学研究センター）
O-NBD基を用いたリガンド指向性標識法の拡張によるturn-ON型近接標識法の開発

P-054 上田 善弘（産業技術総合研究所）
N型糖タンパク質の半合成を指向した糖-アスパラギン結合体構築反応

P-055 石塚 匠（宮崎大学医学部解剖学講座組織細胞化学分野）
マウス精子形成過程におけるDNA四重鎖構造の発現動態

P-056 吉本 哲（理化学研究所）
オーキシンを用いた改変細胞除去システムの開発

P-057 中島 彩花（東京大学薬学部）
クロマチンの構造を見分ける二価型ヒストンアセチル化触媒の開発

P-058 柏木 結月（大阪大学院工学研究科）
DNA-タンパク質間相互作用を検出する蛍光プローブの開発

P-059 上野 純平（大阪大学理学研究科化学専攻）
標的アルファ線治療を志向したアスタチン-211の細胞増殖阻害プロファイリング

P-060 小和田 俊行（東北大学　多元物質科学研究所）
細胞内クリック反応を活用したフォトクロミック蛋白質三量化システムの開発

P-061 ＳＡＣＨＩ ＳＡＢＢＹＡ（北海道大学大学院水産科学院海洋応用生命科学専攻水産食品科学講座）
Antioxidant Activity of Bromophenols Isolated from Red Algae (Rhodomelaceae) 

P-062 LOAYZA CASSANO CARLOS AUGUSTO（名古屋大学）
Exploration of Two Distinct Pathways for Regulating Symbiotic Dinoflagellate Motility

P-063 西田 優希（九州大学大学院薬学研究院）
炭素連結型GM3を基盤とする“Tail修飾型”蛍光プローブの開発
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P-064 宇佐見 享嗣（名古屋大学）
昆虫体内反応場に着目した分子ナノカーボンの生物変換

P-065 有働 凜太郎（東京大学大学院）
フィコシアノビリンを発色団とした近赤外蛍光カルシウム指示薬の開発及び指向性進化による蛍光強度の改善

P-066 福江 玲菜（東京農工大学）
モジュール型クリックゲルを用いたHUVEC-HDF三次元時差共培養系の構築

P-067 戸子臺 泰光（北海道大学大学院薬学研究院）
ヒドラゾンライゲーションによるポリミキシン-テイクソバクチン複合体の合成とその活性評価

P-068 房 知輝（北海道大学 大学院獣医学研究院  放射線学教室）
非イオン性界面活性剤Pluronic L64可溶化フラーレンC 60は オートファジー抑制を通じて放射線増感を引き起こす

P-069 福田 悟（信州大学）
光照射によるタンパク質上でのアジド基生成技術を用いた Dual-Payload抗体薬物複合体の作製

P-070 高岡 洋輔（京大院農）
天然変性領域間相互作用を阻害する選択的ペプチド阻害剤設計法の開発

P-071 松本 晃希（金沢大学大学院新学術創成研究科融合科学共同専攻）
生体分子凝集体の機能解析に向けた高輝度蛍光プローブの開発

P-072 御福 駆（岐阜薬科大学ケミカルバイオロジー研究室）
生物発光型二価鉄検出プローブの開発

P-073 杣田 博紀（室蘭工業大学）
ポータブル蛍光分光装置と機械学習を用いたチリメンアオジソに含まれる成分量および機能性の現地予測モデルの検
討

P-074 布施 慶和（慶應義塾大学大学院　薬学研究科）
近赤外光免疫療法を指向した長波長型SiPc-1誘導体の開発

P-075 高山 織衣（慶應義塾大学大学院薬学研究科）
p-TICTを蛍光制御原理とした炭酸脱水酵素検出蛍光プローブの開発

P-076 水口 香都美（大阪大学 薬学部 薬学科 生物有機化学分野）
標的型EGFR分解を目指した共有結合性nanobodyの開発研究

P-077 森 明日香（大阪大学　薬学部　薬学科　生物有機化学分野）
標的型EGFR分解に向けた共有結合性EGFの作製と機能評価

P-078 小野田 真由（東京大学大学院　薬学系研究科）
H2Aテール選択的ヒストンアセチル化触媒の開発

P-079 犬井 洋（北里大学大学院理学研究科）
光応答型ピリミジン放出剤の合成および光反応特性と細胞毒性

P-080 富田 聖（熊本保健科学大学大学院保健科学研究科保健科学専攻臨床検査領域）
創薬を指向したHIV-1 Gag MAドメインとカルジオリピンとの結合に関する研究

P-081 大塚 悠生（大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻　菊地研究室）
クリック反応により発蛍光性を示す極性応答蛍光プローブの開発と生細胞イメージングへの応用

P-082 松田 慶吾（北海道大学大学院水産科学研究院）
アポカロテノイドの分子構造に依存したNrf2活性化効果および抗炎症作用

P-083 平野 智也（大阪医科薬科大学薬学部）
N1-メチルアデノシンを検出する蛍光センサーの構造最適化

P-084 守山 千晴（東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻）
オートファジー誘導型間接的ユビキチン化剤の開発
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P-085 吉富 文香（名古屋大学）
生理条件下で除去可能なアリル系セレノシステイン保護基の開発

P-086 東村 侑平（北海道大学）
海洋天然物由来抗ウイルス化合物の探索とその作用機序の解明

P-087 坪井 陽香（中央大学院理工学研究科応用化学専攻）
官能基特異的物質精製法を活用した新規末端アルキン天然物の探索

P-088 横尾 英知（国立医薬品食品衛生研究所 有機化学部）
光切断型PROTACを用いたタンパク質発現の時間制御と発現回復の解析

P-089 蘇 文昊（九州大学大学院薬学府創薬ケミカルバイオロジー分野）
オルト位置換アニリン類の細胞内反応化学の探索

P-090 石田 健太（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）
ホスホロチオエート修飾を含む2′-O-Methyl RNAライブラリの酵素合成と物性評価

P-091 渡邉 夏海（中央大学）
海洋シアノバクテリアを対象とした新規天然物の単離・構造決定・生物活性

P-092 小杉 悠翔（名古屋大学大学院 工学研究科 生命分子工学専攻）
一分子ペプチドシーケンシング法の開発を指向したN末端アミノ酸認識人工抗体群の創製

P-093 橋本 奏太郎（東京大学大学院理学系研究科化学専攻）
超音波駆動型Creリコンビナーゼによる生体深部DNA組換え制御法の開発

P-094 笹部 響（九州大学大学院理学府）
膜環境を再現した膜タンパク質固定化法の開発と特異的脂質のスクリーニング

P-095 二村 友史（微化研）
農業用抗真菌剤クロロタロニルの作用機序解析

P-096 津田 憲人（慶應義塾大学理工学部）
アミロイドβを分解するKLK7発現活性化剤の探索

P-097 関 駿志（和歌山県立医科大学）
アミロイドによる位置選択的リシン修飾化反応

P-098 豊田 剛亮（静岡大学大学院　総合科学技術研究科　工学専攻）
ジヒドロキナゾリノン骨格を有するNr4a1阻害剤の構造活性相関研究

P-099 斉藤 佑季（東京大学大学院　理学系研究科化学専攻）
PYP-tagとJF635を用いた近赤外蛍光カルシウムイオン化学遺伝学センサーの開発

P-100 池田 明夏里（日本酸素株式会社）
ピリリウム系誘導体化試薬「Py-Tag®」による モノアミンと短鎖脂肪酸のLC-MS一斉分析法の開発

P-101 菊田 蓮（慶應義塾大学理工学部）
スピロシクロプロピルオキシインドール化合物の合成およびがん幹細胞抑制機構の解析

P-102 髙嶋 一平（函館工業高等専門学校）
蛋白質液滴のオートファジーにおける初期過程の蛍光可視化

P-103 清水 麟太郎（筑波大学　大学院理工情報生命学術院　生命地球科学研究群　生命産業科学学位プログラム）
転写活性の光制御を指向したアゾ基含有核内受容体リガンドの合成および生物活性評価

P-104 石田 良典（名古屋市立大学大学院薬学研究科）
時間依存的チャネル活性化-阻害スイッチング効果を示すRyR2制御剤の活性発現機構解明研究

P-105 森 叶（九大院薬）
C3位修飾型シアル酸の合成と酵素反応への応用
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P-106 岡村 紘太（名古屋大学工学研究科生命分子工学専攻）
ペプチドの構造・活性制御を志向した除去可能クロスリンク戦略

P-107 花村 継（静岡大学）
アルケン型ペプチド結合等価体が隣接アミド配座に与える隣接基関与の解析

P-108 河合 寛太（岐阜薬科大学）
In situ probe合成戦略による高度な位置特異性を有するOFF-ON-OFF型二価鉄検出プローブの開発

P-109 木村 仁奈子（信州大学農学部）
生細胞からの光親和性標識タンパク質の特異的精製・解析による 化合物標的の網羅的同定技術の確立

P-110 杉本 裕介（慶應義塾大学 大学院薬）
立体反発誘導型TICT（sr-TICT）を原理とする新規蛍光消光団の開発と Granzyme B活性検出蛍光プローブへの応用

P-111 田代 皓太（福岡大学大学院）
細胞形質膜を標的とした脂質過酸化誘導光増感分子の開発

P-112 横山 奏海（福岡大学大学院理学研究科）
可視光応答性アゾベンゼン誘導体で誘起するミトコンドリアの脱分極

P-113 山宮 準史（名古屋大学大学院工学研究科生命分子工学専攻）
ペプチド/タンパク質の活性制御を指向したフォトケージドアルギニンの開発

P-114 竹本 操（福島県立医科大学　血液内科学講座）
α線放出核種211Atを用いたTP53欠損AMLに対する標的抗体療法の開発

P-115 Park Jeong Hoon（ホンイク大学 バイオ化学工学科）
乳がん診断の為の蛍光抗HER2抗体を用いた新規イムノアッセイ法開発

P-116 Choi Shin Young（ホンイク大学 バイオ化学工学科）
抗クロストリディオイデス・ディフィシル抗体を用いた迅速ELISAシステムの開発

P-117 桑島 史佳（東京科学大学生命理工学院）
光温熱療法に向けたアズレン含有近赤外光増感剤の開発

P-118 髙礒 理央（名古屋大学大学院生命農学研究科）
in situ ラベル化と結合様式解析を志向した汎用性リガンド解離型プローブの開発

P-119 謝 佳弘弋（京都大学生命科学研究科）
Rational Design of a High-Performance Chemigenetic Near-Infrared Calcium Indicator for In Vivo Imaging

P-120 渡邉 瑞貴（北海道大学大学院薬学研究院）
シクロプロパンによる主鎖配座制御を基盤とした機能性ヘリカルペプチドフォルダマーの創出

P-121 岸川 聖（静岡大院光医工）
C型肝炎ウイルスの感染粒子形成を阻害するテトラヒドロカルバゾール誘導体の構造活性相関研究

P-122 木地 陸揮（東京大学大学院薬学系研究科）
抗原認識activatableなレポーター酵素の創出に向けたTd2F2のエンジニアリング

P-123 川口 祥正（京都大学化学研究所）
抗体の核内送達手法の開発と核内標的の制御

P-124 古澤 美希（福岡大学大学院）
ミトコンドリア膜を標的とした蛍光プローブの開発

P-125 河原 康一（鹿児島大学大学院　医歯学総合研究科　分子腫瘍学分野）
核小体ストレス応答を標的としたp53活性化抗がん剤の創製
～大規模化合物スクリーニングによる新規リードの同定と最適化～

P-126 Mazin Abdelwahid（Graduate School of Life Sciences, Tohoku University）
Amide-to-Ester Substitution and Linker Methylation as Strategies to Modulate Conformational Ensembles
and Enhance PROTAC Permeability: dBET1 as a Model System
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P-127 黒田 桃瀬（函館工業高等専門学校）
パラオ産海綿由来の新規青色カロテノプロテインの単離と構造解析

P-128 辺 浩美（北海道大学大学院水産科学研究院）
海綿由来新規レクチンRaspLの細胞内侵入と構造特性

P-129 山田 惟人（北海道大学大学院薬学研究院）
カリクリンAの生合成を担うシュードキナーゼ様の新規ニトリル形成酵素

P-130 吉村 柾彦（京都大学　高等研究院　物質-細胞統合システム拠点(WPI-iCeMS)）
逐次的ペプチドライゲーションにおける基質プログラム型選択性

P-131 真船 小雪（東北大学 大学院 生命科学研究科 活性分子動態分野）
ミトコンドリア局在標的タンパク質分解誘導薬のリンカー構造活性相関研究 

P-132 神平 梨絵（早稲田大学理工学術院総合研究所）
ヒストン修飾変化を検出する食品・化粧品成分のエピジェネティック評価系の開発

P-133 小野澤 真帆（早稲田大学）
コーヒー生豆成分によるヒストン修飾調節活性

P-134 野村 尚生（北海道大学　大学院薬学研究院）
癌幹細胞の分化誘導を指標とした新規治療薬評価プラットフォームの構築

P-135 森本 正大（鈴鹿医療科学大学薬学部）
老齢マウス脳内タンパク質を標的とした新規ケミカルラベルタグによる
異性化アミノ酸残基含有タンパク質のプロテオミクス

P-136 三浦 一輝（東京科学大学 総合研究院 化学生命科学研究所）
がん特異的分子Carbonic anhydrase IXを標的とした分子標的型近赤外光線力学療法

P-137 青木 康明（東薬大　生命科学）
ケミカルプロテオミクスを用いたアスパルテームによる新規α-tubulinリジンアシル化の同定

P-138 小宮山 裕太（信州大学大学院農学専攻）
リン酸化酵素DYRK1Aのフォールディング品質を管理するE3ユビキチンリガーゼHUWE1の同定

P-139 太田 悠平（名古屋市立大学大学院薬学研究科）
リシン脱アセチル化酵素によって活性化されるプロドラッグ化合物の開発

P-140 谷藤 涼（東京大学 大学院理学系研究科 化学専攻）
共有結合型分子プローブを基盤としたサフラマイシン類NRPSのCryo-EM構造解析

P-141 平田 裕子（東京大学大学院薬学系研究科）
酵素反応を利用した細胞内固定化戦略に基づく 新規がん高集積型²¹¹At標識薬剤の開発

P-142 南 恩惠（北海道大学大学院生命科学院）
非侵襲的な標的乳がんイメージングのための水溶性NIR及びSWIRシアニン系蛍光プローブの開発

P-143 後藤 悠人（北海道大学大学院　薬学研究院）
重原子を導入した新規光免疫療法薬剤の開発

P-144 松村 亜美（信州大学学術研究院 (農学系)）
14-3-3相互作用が介在する条件依存的翻訳抑制とストレス応答調節の検証

P-145 松田 麻世（慶應義塾大学大学院理工学研究科）
ペプチド含有自然免疫受容体リガンドおよび複合型免疫調節性分子の構築と解析

P-146 長津 智陽（北海道大学大学院環境科学院）
タンパク質 N 末端修飾試薬トリアゾール-4-カルボアルデドを用いた細胞表面の蛍 光ラベリング

P-147 小野田 晃（北海道大学大学院地球環境科学研究院）
タンパク質の特異的化学修飾を利用した次世代マイクロキャリアの開発
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P-148 Keller Sascha（The University of Tokyo）
Azaquinone Methide-Based Prodrugs as Novel Anticancer Agents

P-149 石元 大貴（東京大学大学院薬学系研究科）
高効率ベイズ最適化に基づくデータ駆動型スクリーニング法を用いたがん特異的酵素活性検出ペプチド基質の探索

P-150 山崎 万葉（東京大学大学院薬学系研究科）
生細胞内のacidic patch結合タンパク質を網羅的に解析するヌクレオソーム共有結合性プローブの開発

P-151 藤川 雄太（東京薬科大学）
SEAPに適用可能なエステラーゼ応答型プローブの開発と病態診断への応用

P-152 土方 雪菜（東京薬科大学 生命科学研究科 創薬化学研究室）
グルタチオン-S-トランスフェラーゼ活性を1分子レベルで検出するための蛍光プローブの創製

P-153 辻 彩也香（和歌山県立医科大学薬学部）
アミド化ペプチドに断片化する光触媒的ペプチド主鎖切断反応

P-154 Asif Mashal（Kyoto University）
Development of Programmable DNA Origami Nanosensors for Multiplexed Intracellular Bioimaging

P-155 古畑 隆史（東京大学大学院工学系研究科）
分岐構造に応じて変動するK48/K63ポリユビキチン鎖とデコーダーの相互作用

P-156 LYU Pingxue（名古屋大学理学部 理学専攻化学系 生物有機化学研究室）
非環状PureCapアナログの設計とmRNAキャップ構造の構造活性相関解析

P-157 福田 優希（北海道大学農学院）
スルホクリックによるザナミビル群の抗鳥インフルエンザ薬探索

P-158 高橋 大輝（東北大学大学院生命科学研究科）
AUTACによる細胞内液–液相分離の制御と応用

P-159  （取り下げ）

P-160 四坂 勇磨（理化学研究所）
CO2固定酵素に結合する分子のスクリーニングを可能にする蛍光プローブの開発

P-161 露木 貴浩（北海道大学　薬学研究院）
血液がん細胞に細胞死を誘導する新規抗体の樹立と作用機序の解明

P-162 Saefulloh Saefulloh（Graduate School of Environmental Science, Hokkaido University）
A TRPV1–Ferroptosis Axis Revealed by a Marine Natural Product that Reprograms Calcium Signaling into
Cancer-Selective Cell Death

P-163 山田 絢華（北海道大学大学院　生命科学院　生命科学専攻生命医薬科学コース）
化学修飾を用いたタンパク質の相互作用界面予測法の検証

P-164 M. M. Mahadeva Swamy（Faculty of Advanced Life Science, Hokkaido University）
Shortwave-Infrared Organic Fluorophores for Deep Tissue Molecular Imaging of Cancer
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